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第４次土浦市子ども読書活動推進計画(案)に係る 

パブリック・コメントの実施結果について 

 

１ 実施結果 

募集期間 令和７年１２月９日（火）～令和８年１月８日（木） 

募集方法 

第４次土浦市子ども読書活動推進計画（案）を市のホームページに

掲載したほか、図書館、分館、情報公開室、各支所、各地区公民館

に設置し、意見については、郵送、ファックス、電子メール又は電

子申請（LoGoフォーム）、持参のいずれかにより募集を行った。 

また、広報紙、市公式 LINEで周知を図った。 

意見提出者数 ４人 

意見件数 １６件 

市ホームページ閲覧数 １０４件 

 

２ 提出された意見とその意見に対する考え方 

意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

１ 10頁 

「コラム：子
 

どもたちに聞いてみた」につ

いて 

興味深く読みました。生の子どもたちの

声は大切ですし、それに対する、図書館の

コメント「読書が義務や強制ではなく、楽

しみや日常になるように」はとても素敵な

考えだと思います。実際出た意見を見たい

のですが、この聞き取りで得た声を、その

まま計画に載せることは難しいでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの意見は、本計画の資料編に

掲載いたします。 

完成した計画は、ホームページや図書館

でご覧いただけます。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

２ 17頁、19頁 

学校支援事業について 

学校図書館は多くの児童・生徒にとって

一番身近であり、学習活動の充実や情報リ

テラシー教育にも資する大切な場です。土

浦市では、全校に学校司書が配置されてい

ることをふまえ、学校図書館の充実のため

次の基本的な取り組みを充実させてくださ

い。 

子どもたちの学校図書館利用を一層促進

するため、学校司書・司書教諭・市立図書

館が連携し、蔵書数や内容の充実を図ると

ともに、市立図書館による団体貸出や選書

支援を強化してほしい。また、学校司書を

中心に、図書館の利用方法や参考図書の使

い方を学ぶオリエンテーションを各校で実

施してほしい。 

 

 

学校図書館司書、司書教諭、図書館が連

携した学校図書館利用の促進や蔵書の充実

については、本計画において、p.17「小学

校支援事業の充実」及び p.19「中学校支援

事業の充実」として位置付けており、学校

図書館活動を支援してまいります。 

 

 

 

 

学校司書を中心としたオリエンテーショ

ンや資料活用支援が各校で円滑に行われる

よう、引き続き連携を図ってまいります。 

３ 17頁、19頁 

学校支援事業について 

教科書や教科課程に沿って行われる調べ

学習では、同時期に同種の資料が必要とな

り、十分な資料を確保することが難しい状

況がある。そこで、年度当初に司書教諭同

士が学習時期の調整を行い、市立図書館や

学校司書と連携しながら、子どもたちの学

習に必要な資料を十分に提供できる体制を

整えてほしい。 

 

 

調べ学習に必要な資料の確保や学習時期

の調整については、p.17「小学校支援事業

の充実」及び p.19「中学校支援事業の充実」

の中で、授業における図書の活用支援や学

校図書館司書との連携を通じて対応してい

く考えであり、学習内容や時期に応じた資

料提供が行えるよう支援を進めてまいりま

す。 

４ 19頁 

青少年サービスの充実について 

「ヤングアダルト向け図書の収集」の説明

文がわかりにくいです。図書館は青少年の

進路や人間関係を支えることではなく、本

を収集し、読書環境を整備するのが役割で

はないかと思います。 

 

 

「青年期の進路選択や自己理解、日常の悩

みに関する図書の充実に努め、多様な価値

観や生き方にふれることで、自ら考え、学

び、成長する力を育む読書環境を整えま

す。」に修正いたします。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

５ 19頁 

青少年サービスの充実について 

【追加の提案】 

中高生に対し、「本を読ませる場」ではな

く、「静かに居られ、考えられる居場所」と

しての図書館機能の明確化 

 

 

中高生に対する図書館の役割について

は、コミュニティスペース等を活用した居

場所づくりを進めていく考えです。読書に

不慣れな子どもや若者にとっても、自然と

本や情報に触れられる環境づくりに努めて

まいります。それを踏まえ、取組を「青少

年サービスの充実」と変更し、以下の記載

を追加します。 

「■ヤングアダルトの居場所づくり：中高

生が気軽に立ち寄り、読書に限らず過ごせ

る環境を整えます。」 

６ 23頁 

施策（１）の冒頭文の文章がおかしい。

元々はもう少し長い文章だったのが省略さ

れているのでしょうか。 

 

「家庭では、保護者が絵本の読み聞かせを

行うことや、子どもの興味や年齢に応じた

本を身近に置くことなど、日常的に読書に

親しめる環境をつくることが大切です。」に

修正いたします。 

７ 24頁 

学校図書館司書との連携について 

司書教諭、学校司書の研修を継続して確

実に行ってほしい。特に学校司書は一人職

場でもあり、年度内に数回の研修・情報交

換を確実に行い、より専門的な働きができ

るようにしてほしい。 

 

 

司書教諭、学校図書館司書の研修や情報

交換の継続については、p.24「学校図書館

司書との連携」において、定期的な情報交

換や研修会の実施を明記しております。学

校図書館司書が単独勤務であることも踏ま

え、図書館と学校との連携を通じて専門性

の向上や相互支援が図られる体制づくりに

努めてまいります。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

８ 25頁 

電子図書館の充実、活用について 

子どもたちがスマホやタブレットばかり

見ているのが気になります。スウェーデン

では、教育現場においてタブレットを廃止

し、教科書を紙に戻しました。電子書籍を

買った分、紙の本が減ってしまうのは心配

です。特に小さな子どもには、紙の感触や

匂い、本の大きさ、重さを感じてもらいた

いです。 

 

 

デジタル推進国のスウェーデンにおい

て、子どもの学びの在り方が再考されてい

ることは認識しており、子どもの読書活動

において紙の図書の収集・提供を基本とす

る考えに変わりはありません。 

 

電子図書館の整備は、多様な読書の機会

を確保するための一つの手段であり、電子

書籍を紙の本の代替品として位置づけてい

るものではありません。 

電子書籍は、来館せずに借りられるとい

う利点や、文字の大きさ・色の選択、読み

上げ機能を備えるなど、配慮を必要とする

子どもたちにとっても、読書の機会を広げ

る有効な方法です。紙の本と電子書籍、そ

れぞれの特長を生かしながら、子ども一人

ひとりに合った読書活動を支援していきた

いと考えております。 

９ 25頁 

読書習慣の形成と書架づくりについて 

【追加の提案】 

選書や展示において、選択肢を絞った即

決型の導線の導入（例：今月の 5冊など） 

 

 

 

「■子どもに使いやすい書架づくり」の

中で実施いたします。 

選書や展示において選択肢を絞り、読書

につながりやすい導線を設けることは、読

書に不慣れな子どもにとって有効な取組で

あると認識しております。テーマを限定し

た展示やおすすめ図書の紹介など、子ども

たちが、より本を手に取りやすくなる工夫

に努め、引き続き、読書のきっかけづくり

を推進してまいります。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

１０ 25頁 

図書館における読書機会の提供と環境整備

について 

市立図書館の全域サービスの向上と中央

館・分館のサービス充実のため、次の具体

策を明記してください。 

 

〇中央館の児童コーナーおよび分館カウン  

ターには職員を基本的に常駐させ、子ど

もたちの質問や読書相談に常に対応でき

る環境を整備してください。 

 

 

 

〇現在の分館に加え、市内数か所に返却本

の受け取りなどを行うサービスステーシ

ョンを設置してください。 

 

 

 

〇分館においても掲示や展示を行い、子ど

もたちが読書に関心を持てる環境を整備

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

〇中央館の児童コーナーおよび分館カウン

ターの業務については、委託業者により

運営しておりますが、専門的な知識や能

力を身につけたスタッフを配置し、子ど

もたちの質問や読書相談に丁寧に対応し

ているところであり、引き続きサービス

の充実に努めてまいります。 

〇現在、分館のない市内の中学校地区公民

館（一中地区、二中地区、四中地区、上大

津、六中地区）に返却ポストを設置し、

図書の返却ができるようになっておりま

す。今後も既存の返却ポストの周知を図

り、利便性の向上に努めてまいります。 

〇新治地区分館を除く分館はスペースの制

約があり、常設的な展示を行うことが難

しい状況です。限られた環境の中でも、

可能な範囲で子どもたちが本に親しめる

工夫について検討してまいります。 

１１ 28頁 

子どもに関わる大人に対する事業の実施に

ついて 

市民ボランティアを増やし育成してゆく

ために、新規ボランティアの養成講座やボ

ランティア同士が情報交換できる研修会な

どを年度ごとに確実に行ってほしい。 

 

 

 

市民ボランティアの拡充や育成、また継

続的な活動を支えるための研修や情報交換

の機会について、本計画では、p.28「子ど

もに関わる大人に対する事業の実施」の中

で「ボランティアの育成及び研修会の実施」

を位置付けており、読み聞かせや年齢別の

読書活動に関する研修会を通じて、ボラン

ティアの育成と資質向上を図ることとして

おります。これらの取組により、子どもの

読書活動を支える体制の充実に努めてまい

ります。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

１２ 29頁 

情報提供について 

「子ども読書活動推進計画」の策定内容

や実行・改善の要旨を、市の広報紙に掲載し

確実に多くの市民に知らせてください。地

域が子どもたちの読書活動の関心を持ち、

理解することは、計画案の推進に役立つと

思います。 

 

 

市の広報紙やホームページ、SNS を活用

し、情報発信に努めてまいります。また、関

係機関や地域と連携しながら、子どもの読

書活動に対する理解と関心が広がるよう、

効果的な周知方法についても検討してまい

ります。 

１３ 30頁 

成果目標の指標について 

【追加の提案】 

読書量や貸出数だけでなく、滞在時間や

再来館率など、行動の過程を評価する指標

の検討 

 

 

 

滞在時間や再来館率などの行動過程を

評価する必要性は認識しており、現在アン

ケート調査等で利用実態の把握に努めて

おりますが、今後は、利用実態の指標につ

いても検討してまいります。 

１４ 計画全体について 

基本方針が「発達段階に応じた読書活動

の推進」となり、読み聞かせやお話し会、

学校支援など、子どもが読書を身近に感じ

られる取組が整理されていて良いと思いま

した。第３次計画を継続し、さらに拡充し

ていく姿勢も評価できます。土浦市は高校

が多く、高校生にとって身近に良い読書環

境があることは大切であるため、図書館の

読書環境整備が計画どおり進むことを期待

します。 

全体として内容が分かりやすく、子ども

の読書活動への意欲が感じられる計画だと

思います。 

人員や予算の確保は大変だと思います

が、今後の図書館の取組に期待しています。 

 

読み聞かせや学校支援などの取組が、子

どもたちに読書を身近に感じるきっかけと

なるよう、今後も関係機関と連携しながら

推進してまいります。 

 

 

高校生を含めた読書・学習環境の整備の

重要性についても、図書館が安心して利用

できる場となるよう、計画に基づき環境整

備を進めてまいります。 

 

 

 

図書館運営にあたっては、委託事業者と

連携しつつ、市が主体となって本計画を推

進し、効果的な取組となるよう努めてまい

ります。 
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意見№ 項目・意見内容 
意見に対する考え方・ 
修正の方針及びその内容 

１５ 計画全体について 

本計画では読書の大切さや理念が丁寧に

示されています。一方で、読書を通して市

としてどのような子ども像を目指すのか、

その具体的な目的がやや見えにくいと感じ

ます。読書は単に「読むこと」が目的では

なく、疑問を持ち、考え、答えを探すため

の思考の道具です。そのため、子どもが「何

を読めばよいか」「どのように読み進めれば

よいか」を示す導線や支援が重要です。 

 

電子図書館やＩＣＴの整備は進んでいま

すが、利用は一部に限られており、「自然に

触れる仕組み」への転換が求められます。

図書館の役割は単に本を提供する場ではな

く、読書に不慣れな子どもが本に入りやす

くなる支援や、歴史・政治など幅広いテー

マを分かりやすく提示することも必要で

す。課題や問題点に触れることで、「なぜだ

ろう」「自分ならどう考えるか」という思考

が生まれます。 

読書を「良いことだから勧める段階」か

ら、「考えるためにどう活用するかを示す段

階」へと転換し、子どもが読む理由を理解

できる読書につながることを期待します。 

 

市の目指す子ども像を示すため、p.12「基

本理念」を修正いたします。 

読書は単に本を読むこと自体を目的とす

るのではなく、疑問を持ち、考え、課題に

向き合う力を育むための重要な手段となり

ます。読書に不慣れな子どもが自然に本と

出会えるよう、図書館や学校における読書

のきっかけづくりや、分かりやすい案内・

支援の充実に努めてまいります。 

 

電子図書館やＩＣＴについても、利用し

やすい仕組みとなるよう工夫に努めてまい

ります。 

 

 

 

 

 

子どもたちが考えるきっかけとなるよう

な読書環境づくりについて、p.25「図書館

における読書機会の提供と環境整備」の中

で取り組み、子どもたちが読書を通して主

体的に考え、学びを深められるよう、本計

画を推進いたします。 

１６ 計画全体について 

基本的に原案が良くできていると思いま

す。 

第 1 次計画からの動きを読みますと、改

めて学校司書の全校配置・新図書館の完成

が推進の力になっているよう感じました。 

特に、様々なイベント、職業体験は素晴

らしいと思い、継続していただきたいと思

います。さらに、良いもの新しいものも検

討しながら、お願いします。（ex中学生のビ

ブリオバトル、図書館を使った調べ学習コ

ンクールへの参加支援など） 

 

 

 

学校図書館司書の全校配置や図書館の整

備は、本市における子どもの読書活動推進

の大きな基盤となっており、読書関連イベ

ントや職業体験等の取組を進める上での力

となっております。 

既存の事業の充実を図るとともに、より

効果的で魅力ある取組を検討してまいりま

す。 

 


